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器質的に問題のない健常成人 3 名（男性 2 名、女性 1 名）を対象とした。  
【方法】  
1)発話サンプル  
一方の先行母音と後続母音を [a]に統一し、もう一方を日本語 5 母音に変化させた 25
無意味音節(例：先行母音[ata][ita]、後続母音[ata][atɕi])を使用した。  
2)測定方法  
EPG 人工口蓋床を装着した状態で単語を 5 回ずつ構音してもらい、 2～4 回目の発話を
分析対象とした。  
【結果】  
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